
明らかに体調が悪そうだと感じたりした場合には、応急処置をしましょう。 症状が重い、

もし、家族や知り合いが熱中症の症状を訴えていたり、本人が大丈夫だと言っていても、

または改善しない場合には、すぐに医療機関を受診させてください。
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本誌の参考資料としてご利用ください。

明らかに体調が悪そうだと感じたりした場合には、応急処置をしましょう。 症状が重い、

もし、家族や知り合いが熱中症の症状を訴えていたり、本人が大丈夫だと言っていても、

または改善しない場合には、すぐに医療機関を受診させてください。

熱中症を疑う症状がみられる人が呼びかけに応じない場合、すぐに救急車を呼びましょう。呼び

かけへの反応が悪いときは、無理に水を飲ませてはいけません。救急車が到着したら、本人が倒れ

たときの様子を知る人が必ず付き添い、状況を伝えましょう。


